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はじめに

　国内の低層湿原に発達するヨシ原では，ヨシ材

の収穫を目的にした刈取りと火入れ管理によって

半自然状態のヨシ原が各地で維持されてきた。い

くつかの半自然ヨシ原では希少植物の生育や多産

が知られており（例えば，梅原・栗林，�99�；藤

井，�998；藤井ほか，�007；栃木県，�00�；小幡

ほか，�0��；栗原・小幡，�0�� など），人為管理

との関係が指摘されている（栃木県，�00�；Fujii 

& Kaneko，�0��）。しかし，冬季の刈取りや火入

れがどのような環境条件を通して希少植物の生

育を許容しているかのメカニズムは明確でない。

刈取りによって変化する環境条件の一例として，

植生が除去された裸地状態では土壌温度の日較

差が拡大され（Nishihiro et al.，�004；Wang et al.，

�0�5），植物の生長に影響を与えることが知られ

ている（Mook & Toorn，�98�；Ostendorp，�999）。

しかし，刈取りによる土壌温度の情報は必ずしも

十分に集積されているとは言えず，冬季に行われ

る刈取り施業が土壌温度に与える影響について多

くの事例収集を行う必要がある。本研究では，従

来から指摘されている日較差の拡大についての追

試と土壌表面温度に関する調査事例の集積を行っ

た。

東京大学大学院新領域創成科学研究科	 小　坂　紗　代
1

人間環境大学人間環境学部	 	 藤　井　伸　二
1

A case study to evaluate the effect of winter reed-cutting on the temperature of the soil surface was conducted, comparing 
among the conditions such as non-cutting, continuous cutting, and experimental cutting. The results revealed that the 
temperature of the soil surface was significantly raised by reed-cutting, and then reconfirmed that the daily fluctuation 
was larger than non-cutting condition especially in spring. The daily fluctuation of continuous cutting was greater 11.7℃ 
in maximum than non-cutting.
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要旨：冬季のヨシの刈取りが土壌表面温度に与える影響についての事例集積を目的に，放置区，刈取り継続区，

刈取り処理区の比較調査を行った。その結果，刈取りによって土壌表面の温度が上昇することが明らかになっ

た。また，日較差拡大の効果とその効果が春季に顕著であることを再確認した。刈取り継続区の日較差は放

置区に比べて最大で 11.7℃大きくなった。 
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調査地の概要

　茨城県霞ヶ浦（西浦）南東岸に位置する妙岐の

鼻（�5˚57’N，�40˚�7’E）は面積約 5�ha（YP+�.�

～ �.9m）の半島状地形をなしており，ヨシ

Phragmites australis の優占する低層湿原が広がっ

ている（路川・前田，�994；中田ほか，�009；図 �）。

付近の観測所（茨城県土浦市）による気象データ

は，平均気温（�98� ～ �0�0 年）�4.4℃，平均年

降水量（同）��87.8mm である（気象庁のアメダ

ス デ ー タ，http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/

view/nml_amd_ym.php?prec_no=40&block_no=0��4

&year=&month=&day=&view=　�0�5.8 参照）。

　かつては萱材利用を目的とした冬季の刈取りと

火入れが行われていたが，萱材の需要低下ととも

に刈取りは衰退し，以前に卓越していたヨシ―カ

モノハシ Ischaemum aristatum L. var. glaucum 群落

に変わってヨシ－カサスゲ Carex dispalata 群落の

面積が増加している（中田ほか，�009）。

　独立行政法人水資源機構が作成した �998 ～

�0�4 年度の資料を基に，刈取りや火入れの履歴

の異なる � 地区（A 地区，B 地区，C 地区）を選

定した（図 �）。過去 �7 年間（�998 〜 �0�4 年）

の履歴については，A 地区は毎年の刈取りや火

図 �．調査地の地形と位置．広域図は国土地理院発行 � ／ �5,000 地形図（麻生）の一部に加筆．
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入れを継続，B 地区は火入れ管理されていたが

�005 年度以降は放置（ただし，�0�� 年度は失火

により植生が焼失），C 地区は火入れ管理されて

いたが �005 年度以降は放置（ただし，�008 年度

だけ刈取りを実施），となっている。A および B

地区ではヨシ―カモノハシ群落が卓越し，C 地区

ではヨシ―カサスゲ群落が卓越する（野副ほか，

�0�0）。

刈取り処理

　�0�4 年 � 月 �7 ～ �8 日に刈払鎌による手刈り

と植物体除去を行い，地表面からの植物体の高さ

が 5cm 以下になるように処理を行った（図 �）。

土壌表面温度の調査と解析

　Onset 社製の土壌温度ロガー（TidbiT v� Temp 

Logger）を刈取り継続地区 A，放置地区 B，放置

地区 C の地表面に各 � 個を設置した。さらに，B

地区内に �m × �m の刈取り処理区 B�，C 地区内

に �m × �m の刈取り処理区 C� を設定し，これ

らについても各 � 個の土壌温度ロガーを設置し

た。温度データは �0�4 年 4 月 �� 日から �� 月 �9

日にかけて � 時間毎に取得した。

　解析にあたっては，取得データを春季（�0�4

年 4 月 �� 日～ 6 月 9 日），初夏季（�0�4 年 6 月

�� 日～ 7 月 �0 日），晩夏季（�0�4 年 8 月 � 日～

9 月 �9 日）のそれぞれ 50 日間の � 季の群に分割

した。各季は 600 データ（� 日 �� データ× 50 日）

で，これら � 季についてウィルコクソンの符号付

き順位和検定を行った。

刈取り継続区と放置区における結果

　刈取り継続区 A と放置区（B および C）のすべ

てにおいて，春から晩夏への季節進行にともなっ

て各季の土壌表面温度が上昇した（図 �a）。季別

の土壌表面温度は，すべての季間を通じて刈取り

継続区 A が放置区（B および C）よりも高かっ

図 �．�0�4 年 � 月 �9 日における調査区の景観例：
継続地区 A（a），無処理区 B（b），刈取り
処理区 B�（c）．白線は �m × �m の方形区
枠を示す．
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た（いずれの場合も p ＜ 0.0�）。春季は B に比べ

て 4.7℃，C に比べて 4.4℃，初夏季は B に比べ

て �.�℃，C に比べて �.�℃，晩夏季は B に比べて

�.�℃，C に比べて 0.8℃，それぞれ A が高い値の

平均値を示し，季節の進行とともにこれらの平均

値の差は小さくなる傾向がみられた。B と C の

間では，春季と初夏季では有意差はなく，晩夏季

にのみ有意差がみられた（p ＜ 0.0�）。

　季別の土壌表面温度の日較差（図 �b）は，す

べての季間を通じて刈取り継続区 A が放置区（B

および C）に比べて大きな値を示した（いずれも

p ＜ 0.0�）。刈取り継続区 A と放置区（B および

C）との平均値の差は，春季に ��.7℃，初夏季に

�.� ～ �.4℃，晩夏季に �.� ～ �.4℃であり，とり

わけ春季の違いが顕著であった。一方，放置区 B

と放置区 C との間については，すべての季間で

日較差に有意差がみられなかった（いずれも p ＞

0.0�）。

刈取り実験の結果

　刈取り処理の土壌表面温度は，刈取り実験区

B� と放置区（対照区）B では春季，初夏季，晩

夏季の � 季すべてにおいて，刈取り実験区 C� と

放置区（対照区）C の間では春季と初夏季の � 季

において，それぞれ有意差が認められた（いず

れの場合も p ＜ 0.0�，図 4a）。刈取り処理区と放

置区（対照区）との平均値の差は，B� と B の間

で 0.88℃（晩夏季）～ �.0℃（春季），C� と C の

間で 0.�4℃（晩夏季）～ �.�℃（春季）であった。

刈取り処理の土壌表面温度への影響は春季に顕著

であった。

　刈取り処理の土壌表面温度の日較差は，刈取り

実験区 B� と放置区（対照区）B の間では春季，

初夏季，晩夏季の � 季すべてにおいて，刈取り実

験区 C� と放置区（対照区）C の間では春季と晩

夏季の � 季において，それぞれ有意差がみられた

（いずれも p ＜ 0.0�，図 4b）。B� と B の日較差の

平均値の差は �.9℃（初夏季）～ 8.9℃（春季），

図 �．土壌表面温度（a）とその日較差（b）．A：刈取り継続区（ヨシ – カモノハシ群落），B：放置区（ヨ
シ – カモノハシ群落），C：放置区（ヨシ－カサスゲ群落）．春：4 月 �� 日～ 6 月 9 日，初夏：6
月 �� 日～ 7 月 �0 日，晩夏：8 月 � 日から 9 月 �9 日（各季はいずれも 50 日間）．バーは標準偏差．
グラフ中の a，b，c は P<0.0� を示す．
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C� と C の間の日較差の平均値の差は 0.59℃（初

夏季）～ 5.�℃（春季）となり，春季＞晩夏季＞

初夏季の順に日較差が小さくなる傾向を示した。

考察

　今回の調査によって，冬季の刈取りが土壌表面

温度に及ぼす影響の事例データを得ることがで

きた。Nishihiro ら（�004）が調査した地表下 5cm

では土壌温度に有意差はなかったが，地表面で

は明瞭な温度上昇が今回の調査で認められた。ま

た，日較差の拡大とその効果は春季に顕著なこと

（Nishihiro et al.，�004；Wang et al.，�0�5）を再確

認することができた。日較差には，刈取り継続

区で最大 ��．7℃，刈取り処理区で最大 8.9℃の

違いがみられ，地表下 5cm における 4.�℃の違い

（Nishihiro et al.，�004）に比べると，刈取りの影

響は地表面でより大きいことが明らかになった。

　日較差の拡大の理由は，刈取りによって植被

が除去された土壌表面に日中の陽光がよく到達す

る一方で，裸出した土壌表面からの夜間の放射冷

却が大きくなることが原因と考えられる。先行研

究では，刈取りによる冬季の地表面凍結がヨシの

初期生長を阻害することが知られている（Mook 

& Toorn，�98�；Ostendorp，�999）。調査地に近

い土浦のアメダスデータ（URL：http://www.jma.

go.jp/jp/amedas/　�0�8.� 参照）によれば，�0�4 年

� 月は合計 7 日間で氷点下を記録していることか

ら，ヨシへの影響についてデータの解析を進めて

いる。優占種であるヨシの生長遅延はヨシと他植

物との競争を緩和している可能性があり，人為管

理された半自然ヨシ群落に生育する希少な春植物

の生育については土壌表面温度の影響を検討する

必要があるだろう。
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